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働く人のこころの健康
新しい考え方

1. 仕事に誇り（やりがい）を感じ

2. 熱心に取り組み

3. 仕事から活力を得て
活き活きしている状態

Schaufeli et al. (2001). Journal of Happiness Studies, 3, 71-92

Schaufeli & Bakker (2004) J. Organiz. Behav., 25, 293-315

ワーク・エンゲイジメント
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Shimazu et al. (2008) Applied Psychology: An International Review, 57, 510-523

Full version:  17項目
Short version: 9項目

日本語版ユトレヒト・
ワーク・エンゲイジメント尺度（UWES）

http://www.wilmarschaufeli.nl/

ENへの介入効果に関するメタ分析

Knight et al. (2016) J Organ Behav. Published online
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Schaufeli, Shimazu, & Taris (2009). Cross-Cultural Research, 43, 320-348.

日本語版
ワーカホリズム尺度（DUWAS）

http://www.wilmarschaufeli.nl/

• 働き過ぎ（5項目）

「常に忙しく，一度に多くの仕事に手
を出している」

• 強迫的な働き方（5項目）

「仕事をしていない時はリラックスする
のが難しい」

エンゲイジメントとワーカホリズム：
2年後のアウトカムとの関連
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Shimazu et al. (2015) Int J Behav Med, 22, 18-23
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日本語版ジョブ・クラフティング尺度

Eguchi*, Shimazu*, Bakker, et al. (2016). J 
Occup Health, 58, 231-240

• 構造的な資源の向上（5項目）

「自分の能力を最大限に生かせるように心が
けている」

• 妨害的な要求度の低減（6項目）

「自分の仕事で感情的に張りつめないように
心がけている」

• 対人関係における資源の向上（5項目）

「仕事の成果に対するフィードバックを，他者
に求める」

• 挑戦的な仕事の要求度の向上（5項目）

「職務の様々な側面のつながりをよく考えな
がら，自分の仕事がさらに挑戦しがいのある
ようにしている」

説明変数 エンゲイジメント 心理的SR

年代 b 0.17*** -0.06

性別 c 0.11*** 0

職位 d -0.06* 0.11**

構造的な資源の向上 0.31*** -0.15***

対人関係における資源の向上 0.14*** -0.01

挑戦的な仕事の要求度の向上 0.36*** -0.03

妨害的な要求度の低減 -0.19*** 0.23***

R2 0.40 *** 0.06***

ジョブ・クラフティングと
アウトカムとの関連
（N=894）a

***p<0.001 ** p<0.01 * p<0.05 
a) 数値は標準化偏回帰係数. b) 1=20歳未満, 2=20-29歳, 3=30-39歳, 4=40-49歳, 5=50歳以上. 
c) 1=男性, 2=女性. d) 1= 非管理職 2=管理職, 3= 管理職（部長職以上），4=経営層

Sakuraya, Shimazu, Eguchi, et al. (2017). BioPsychoSocial Medicine, 11:6
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結果：各時点におけるアウトカムの平均値の推移
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T1: 介⼊前（N=50）、 T2: 介⼊直後（N=44）、T3: 介⼊終了1ヶ⽉後（N=42）

Sakuraya, Shimazu et al. (2016) BMC Psychology, 4(1):49. 

就業状況，リカバリーとアウトカム

ストレスフルな
就業状況

急性
ストレス反応

良好なアウトカム

就業中のストレスフルな体験によって
消費された心理社会的資源を

元の水準に回復させるための活動

【リカバリー経験】

不良なアウトカム

リカバリー

Geurts & Sonnentag, 2006, Scand J Work Environ 
Health, 32, 482-492

ストレスフルな体験によっ

て消費された心理社会的

資源を，ストレッサー体験

前の水準に回復させるた

めのプロセス（Sonnentag

& Fritz, 2007）
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日本語版リカバリー経験尺度

Shimazu, Sonnentag, Kubota, & Kawakami (2012) J Occup Health, 54, 196-205

• 心理的距離（4項目）
「仕事のことを忘れる」

• リラックス（4項目）
「くつろいでリラックスする」

• 熟達（4項目）
「自分の視野が広がることをする」

• コントロール（4項目）
「時間の過ごし方は自分で決める」

心理的距離と精神的健康，ワーク・エンゲ
イジメントとの曲線関係
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Shimazu et al. (2016) Industrial Health, 54, 282-292.


